
女性起業家の育成と伴走型支援の推進事業
          【兵庫県 豊岡市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 ７４７ 千円

交付金額 ５６１ 千円

事業番号 ２

• 出産などをきっかけとした離職により、市内の
男女間収入格差が問題となっている

• 女性の経済的自立を促進するため、市内の関係
団体と連携し、女性の起業支援に効果的に取り
組む必要がある

目的：子育てなど時間的制約により就労を諦めて
いた女性を対象に起業セミナーを実施し、地域内
の女性起業家の育成と伴走型支援につなげる
目標：年間6名の女性起業家の育成

• 子育て中の女性などを対象に起業セミナーを開
催し、起業意欲のある女性を掘り起こす

• 市役所内の経済部門が推進する市独自の起業支
援制度「IPPO TOYOOKA」と連携し、起業相
談を通じた育成支援を実施

• 商工団体等と連携し、伴走型支援も推進する

• R6年度は目標6名に対し、11名が起業に至った
• 年間相談件数は延べ25人
• 相談者の多くが「起業への不安が軽減した」と
回答

• 地域内での女性起業家ネットワーク形成にも寄
与している

豊岡市環境経済課（IPPO TOYOOKA）、厚労省兵
庫労働局（ハローワーク豊岡含む）、豊岡市ワー
クイノベーション推進会議（市内122事業所）、
豊岡商工会議所、豊岡市商工会がそれぞれの強み
を活かしながら連携して取組みを進めた

• 子育て中の女性の中で「起業」に関心を持ち、
意欲のある方の掘り起こしや、より実効性の高
い起業支援・伴走型支援へのつなぎ方など

• 女性起業家同士のビジネスマッチングの促進



事業の概要

• 女性の経済的自立を視野に入れ、市の無料一時保育制度なども活用しながら、
女性のキャリア支援をはじめ就労支援や起業支援、伴走型支援などに取り組む

• 子育て中などの女性を対象に、市役所内の経済部門などと連携しながら
起業セミナーや個別の起業相談（毎月１日・120分×２枠開設）を実施

• 厚労省兵庫労働局（ハローワーク豊岡含む）や商工団体等と連携し、
伴走型支援も推進

起業セミナー（2025年1月29日開催） 個別の起業相談（毎月１回開催 120分×２コマ）
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